
ま え が き

新しく就職された方々は、生活環境がガラリと変り、また、自分が従事

しようとする仕事について、どんな危険性がひそんでいるかもわからない

ことから、健康をそこねたり、ケガをする割合が高くなっています。

労働安全衛生法（昭和47年10月１日施行）では、安全衛生教育を重要項

目として取り上げ、広範囲にわたって各種の教育や、講習について、きめ

こまかく規定しています。新入者の教育についても、教えるべき項目を定

めていますので、それぞれの職場や、業務に適した教育を行わなければな

りません。

当連合会では、「新入者の教育用テキスト」として「安全と衛生のおはな

し」を発行し好評を得てまいりましたが、このたびさらに理解を得やすい

内容とし、知見等も最新のものに更新して改訂いたしました。

また、本書は安全衛生についての基本的な事項を理解していただくのに

役立つだけではなく、職長等の管理監督者に必要な内容も盛り込んで編集

しており、安全衛生教育をされる場合のサイドテキストとしても最適です。

本書が職場で働く方々の健康を守り、ケガを防ぐのに少しでも役立てば

幸いです。

令和４年３月

公益社団法人 大阪労働基準連合会
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